
ピエゾ(圧電素子)の変形シミュレーション

ピエゾにかける電圧の時間長さを変えた場合の比較

■利用成果

インクジェットヘッド解析
―3次元非定常、固液連成、2相自由表面の計算―

■背景と目的

研究・開発機関 　：セイコーインスツル株式会社
利用施設　　　 　：FOCUSスパコン、TSUBAME（東京工業大学）、
　　　　　　　　　Reedbush-U(東京大学)
計算規模　　　 　：通常100コア以下程度、数ケースを3日で計算
利用ソフトウェア ：OpenFOAM
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●インクジェットヘッドの開発が始められたの
は 2000年ごろと業界内では後発だったこ
ともあり、開発部門では試作、評価、設計
変更の繰り返しが主流でした。

●現状でよいのかという危機感はあったものの、
CAEの立ち上げは簡単ではなく、すぐに成果
が出るようなものではないと考えられ、忙し
い現場では取り組みが進みませんでした。

○これまで計算時間やハードのリソース面から
諦めていたような課題にも取り組めるよう
になりました。
○製造部門においてもシミュレーションが効
果的な技術だと認識され、解析の依頼も
開発部門によく来るようになりました。
○現象の可視化により、新製品設計でのアイ
デア出しにも活用できるようになりました。

（公財）計算科学振興財団

図２　ピエゾの変形シミュレーション計算結果例

図３　ピエゾにかける電圧の時間長さを変えた場合の比較
　　　左：圧力波が戻ってきたタイミングで
　　　　　壁を押すと液滴の速度は加速される
　　　右：ずれると速度は落ちる 

図１　インクジェットシミュレーションに必要な要素


